
 

「つなげよう、支えよう森里川海」プロジェクト活動報告 

活動名 みんなでつくる私たちの未来～feel~imagine~do~share~ 

活動団体名 八王子市立浅川小学校 

活動目的 

 

・持続可能な社会づくりに向けた教育推進校として、SDGｓに向けた活動を行

い、東京都全体に ESDを発信する。 

・体験的な活動を通して、自分の故郷の様子を知り、すみよいまちづくりに貢

献しようとする態度を育てる。 

活動内容 ＜各学年における、教育実践＞ 

・第一学年 学区域の山探検：植物の四季の変化を知る。自然保全している地

域の方たちと触れ合う。 

・第二学年 コケ玉田んぼ：伝統文化のコケ玉で稲を育てて、収穫するまでの

栽培活動の喜びを学ぶ。 

・第三学年 初沢さん調べ：近隣の山を調査して動植物の生息状態を知る。自

然保護の地域の方たちと触れ合う。 

・第四学年 ゴミ循環と川調べ：ゴミの循環について学び自分たちのできるこ

とを考える。近隣の川調べを行い、動植物や歴史文化などを知る。 

・第五学年 浅川米づくり：稲作を通して自然環境についての学習を行う。 

・第六学年 高尾さんガイド：高尾山を多くの人たちに愛してもらうために、

高尾山について調べ、観光ガイドを高尾山で実施しする。その際、プログラミ

ングしたロボットなども活用する。 

＜学校行事でのＳＤＧｓの発信＞ 

・第二学年のコケ玉、第四学年のゴミ対策、第五学年の自然観環保全について、

劇を作成し学芸会で地域・保護者・子供たち同士に向かって発信する。 

＜研究発表会（中間発表）＞ 

・２月 18日に、各学年のＥＳＤ授業公開と、研究発表会を実施する。 

活動写真 

 

 

 

 

 

 

  



 

                  活動日 平成 31年 ４月 10日～令和 3年 3月 25日 

 

写真説明 第四学年の川調べ、動植物を採取して

生息しているものの種類や数などを調

べている。グループごといカテゴリを

わけ、最終的には 3年生に向けた発表

会を行った。 

第六学年の高尾さんガイド、高尾山に

ついて調べたものをロボットにプロ

グラミングして、登山客に楽しみなが

ら説明を行っている。偶然通りかかっ

た登山客からお礼の手紙が届くほど

喜ばれた。 

活動効果 

 

 

 

 

・学校全体で取り組んでいるのでＳＤＧｓの取り組みが、保護者・地域に対し

て周知できてきている。ＳＤＧｓに対する意識が高まり、各家庭でのごみ問題

やエネルギー問題に対して保護者の意思が高まった。 

・毎年行う活動として、定着してきている部分もあり、地域の専門家との連携

が取れるようになっている。来年の活動も楽しみにしてくれている。 

・中間発表の段階で「つなげよう支えよう森里川海プロジェクト」のロゴを使

用したことで、環境省の取り組みについて講師からも話すことができ、プロジ

ェクトに学校が全面的に協力していることを印象付け、参観者への啓発を図る

ことができた。 

 

今後の展望 

 

 

 

 

・次年度はＥＳＤ研究校としての本発表を控えている。本校の研究に乗せて「つ

なげよう支えよう森里川海プロジェクト」をさらに発信していく。私自身もア

ンバサダーとして学校教育を通したＳＤＧｓの展開にチャレンジしていく。 


